
〈委員〉

〈活動内容〉

・学校運営方針の承認と意見　　　・学校支援の方策検討　　　・学校評価及び改善に関する審議

健全育成
　基本的な生活習慣の育成

・ あいさつ運動と清掃活動の充実
　豊かな心を育む温もりのある集団づくり
　　・ 交流・体験活動の充実 ・ 縦割り班活動を通した仲間意識の育成
　　・ 居場所づくり（いじめ・不登校の未然防止） ・ ふるさと学習の充実　　　　

学力保障
　確かな学力の定着と向上
　　・ 自分の考えや思いを伝え合う授業の充実
　　　　〔小集団活動（ジグソー法等）や書く活動の活性化、ＩＣＴの「学び」への活用〕
　　・ 金栄チャレンジと読書活動の充実
　　・ 学習習慣の確立（自主学習の充実）

金子小学校
楽しい学校　　活気のある学校　　美しい学校

目　指　す　児　童　像

考える子　　やさしい子　　がんばる子

目　指　す　教　師　像

事務局

教頭、事務職員

目　指　す　学　校　像

　　・ 家庭、地域との連携の強化

南中学校

健康で明るい教師　　　児童とともに歩む教師　　　人権感覚の豊かな教師

重　　　　　　点　　　　　　施　　　　　　策

経　　　　　営　　　　　方　　　　　針

・　児童主体の教育活動を推進し、一人一人の児童が存在感と充実感のもてる学校づくり

・　人権が尊重される教育環境を整備し、全教職員の創意を生かした特色ある学校づくり

・　家庭や地域との連携を密にし、信頼に支えられた安全・安心な開かれた学校づくり

金子小学校
運営協議会

金栄公民館長、金栄小PTA会長、金栄校区連合自治会長、金栄校区主任児童委員

金栄小校長、南中ＰＴＡ会長、南中教頭、金栄小教頭

令和７年度　教　育　計　画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新居浜市立金栄小学校

校長名
児 　童
生徒数

388学級数

南中学校
運営協議会

新居浜市立金栄小学校運営協議会

16
（４）

教職員数 23

学校番号　２３

曽我部　大地

新居浜市立金栄小学校の教育目標

豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成

校 訓

未 来 を ひ ら こ う

新居浜市立南中学校区の教育目標

地域とともにある学校を目指して

豊かな心をもち、社会の一員としての自覚と責任をもってたくましく生きる子どもの育成

地域との連携（各公民館運営審議会・連合自治会等）

・あいさつ運動 ・学習支援 ・学校行事支援

・見守り活動 ・ボランティア活動 ・校区運動会

・学校評価

家庭との連携

・参観授業 ・保護者懇談会

・学校行事支援 ・学校評価



(1)　確かな学力を育てる教育の推進
　　ア　「聞く・話す・読む・書く」力の定着と体験活動の充実
　　イ　読書活動の充実
　　ウ　情報スキルの育成と向上

(2)　豊かな心を育てる教育の推進
　　ア　お互いのよさを認め合い、支え合う仲間づくり
　　　（人権・同和教育、異学年交流）
　　イ　心を育てる道徳教育の推進
　　ウ　挨拶・時間を守る・整理・整頓
　　エ　体験活動の充実

(3） 健やかな体を育てる教育の推進
　  ア　望ましい生活習慣の確立
　  イ　粘り強く取り組む力の育成
　　ウ　体力づくりの推進
　
(4)　安全・安心な学校づくりの推進
　　ア　いじめ・不登校問題等への組織的な対応
　　イ　地域の人材を活用した地域コミュニティの確立
　　ウ　金栄校区を大切に思う児童の育成
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(1)　 人的管理
    ア　相互信頼と協働を基盤とした、ぬくもりある職場づくり
　　イ　服務規律を遵守し、情熱を持ち、使命感にあふれる教職員集団づくり
　　ウ　危機管理意識・能力の育成と事故防止の徹底
　　エ　働き方改革の推進とウェルビーイングな職場環境づくり
　
(2)　 物的管理
　　ア　豊かな情操と活動意欲を高める、教育環境の整備と充実
　　イ　危険個所の早期発見・早期対応と防災対策の徹底
　　ウ　施設・設備・備品の有効活用と適切な管理
　　エ　地域と連携した学校施設の有効活用と適正な管理

(3)　 事務管理
　　ア　校務分掌の分業や業務内容の平準化
　　イ　厳正な情報管理体制の確立と個人情報の適正管理
　　ウ　共同学校事務室との連携による会計・経理事務の厳正化と管理体制の徹底
　　エ　時間管理による事務処理の効率化

　本校は、昭和２８年に金子小学校から分校し、創立７３周年を迎えた。学校は新居浜市の中心
部に位置し、校区に新居浜駅、あかがねミュージアム、福祉センターなどの公共施設があり、近
隣にも多くの史跡が点在している。学校周辺は、東川や金子山という自然環境にも恵まれ、古く
から田園の広がる農村地帯として栄えてきた。
　地域の教育力も高く、学校教育に協力的である。子どもは素朴さと優しさを持ちのびのびと
育っている。ＰＴＡ活動も盛んで、昭和６２年に始まった校庭のメタセコイヤを電飾する金栄ド
リームツリーは、新居浜市の年末・年始の風物詩となっている。
　人・自然・文化に恵まれた地域性を生かし、「未来をひらこう」の校訓のもと、学校・家庭・
地域が連携・協働しながら、未来の創り手となる「豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育
成」を推進している。


